
(57)【要約】

【課題】何ら手を煩わすことなく人の下肢全体を効果的

に保温することができるデスクワーク用下肢保温具を提

供すること。

【解決手段】机２の甲板３下のスペース２ｓに配設され

後方部分に人Ｂの脚部の出し入れを許容する開口部１７

が形成された第１保温カバー１０と、椅子５の前面部に

配設された第２保温カバー２０とを備え、第１保温カバ

ー１０で当該カバー開口部１７を介して差し込まれた人

Ｂの下肢を前方、左右両側および上方から囲むとともに

第２保温カバー２０で人Ｂの脚部を後方から囲んで下肢

を保温する。第１保温カバー１０および第２保温カバー

２０のうちの少なくともいずれか一方が高断熱布製とす

る。第１保温カバー１０および第２保温カバー２０のう

ちの少なくともいずれか一方に電熱線４１を設ける。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
椅 子 に 座 り 脚 部 を 机 の 甲 板 下 の ス ペ ー ス に 差 し 入 れ た 人 の 下 肢 を 保 温 す る デ ス ク ワ ー ク 用
下 肢 保 温 具 で あ っ て 、
前 記 机 の 甲 板 下 の ス ペ ー ス に 配 設 さ れ 後 方 部 分 に 前 記 人 の 脚 部 の 出 し 入 れ を 許 容 す る 開 口
部 が 形 成 さ れ た 第 １ 保 温 カ バ ー と 、 前 記 椅 子 の 前 面 部 に 配 設 さ れ た 第 ２ 保 温 カ バ ー と を 備
え 、 第 １ 保 温 カ バ ー で 当 該 カ バ ー 開 口 部 を 介 し て 差 し 込 ま れ た 人 の 下 肢 を 前 方 、 左 右 両 側
お よ び 上 方 か ら 囲 む と と も に 第 ２ 保 温 カ バ ー で 前 記 人 の 脚 部 を 後 方 か ら 囲 ん で 下 肢 を 保 温
す る こ と を 特 徴 と す る デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 保 温 カ バ ー お よ び 前 記 第 ２ 保 温 カ バ ー の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 が 高 断 熱
布 製 と さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 保 温 カ バ ー お よ び 前 記 第 ２ 保 温 カ バ ー の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 発 熱 体
が 設 け ら れ た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
デ ス ク ワ ー ク す る 場 合 、 人 は 椅 子 に 座 っ て 脚 部 を 机 の 甲 板 下 の ス ペ ー ス に 差 し 入 れ た 姿 勢
を 取 る の が 一 般 的 で あ る 。 こ の 際 、 冬 場 な ど に は 室 内 を 暖 房 し て も 上 記 甲 板 下 は 気 温 が 上
が ら な い こ と が あ り 、 人 に よ っ て は 下 肢 に 毛 布 を 巻 き つ け て 冷 え を 防 ぐ こ と が あ る 。 特 に
、 冷 え 性 の 女 性 に と っ て は 、 保 温 用 の 毛 布 は 冬 場 の 必 需 品 と い わ れ て い る 。 最 近 で は 、 夏
場 で も 過 度 に 冷 房 す る 傾 向 に あ る た め ， 毛 布 を 下 肢 に 巻 き つ け る こ と が 多 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 記 し た よ う に 毛 布 を 下 肢 に 巻 き つ け て 冷 え を 防 ぐ の で は 、 用 事 等 の た め に 席
を 離 れ る 都 度 に 毛 布 を 椅 子 の 上 や 机 の 甲 板 上 に 置 き 、 用 事 が 終 わ っ て 席 に つ く 際 に は 毛 布
を 取 っ て 再 び 下 肢 に 巻 き つ け な け れ ば な ら ず 、 非 常 に 煩 わ し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 毛 布 を 下 肢 全 体 が 保 温 で き る よ う に 巻 き つ け る の は 難 し く 、 下 肢 の 一 部 （ 特 に 、 冷
気 に 晒 さ れ る 脛 や 足 部 ） が 冷 え か ら 逃 れ ら れ な い こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 何 ら 手 を 煩 わ す こ と な く 人 の 下 肢 全 体 を 効 果 的 に 保 温 す る こ と が で き る
デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 椅 子 に 座 り 脚 部 を 机 の 甲 板 下 の ス ペ ー ス
に 差 し 入 れ た 人 の 下 肢 を 保 温 す る デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 で あ っ て 、 前 記 机 の 甲 板 下 の
ス ペ ー ス に 配 設 さ れ 後 方 部 分 に 前 記 人 の 脚 部 の 出 し 入 れ を 許 容 す る 開 口 部 が 形 成 さ れ た 第
１ 保 温 カ バ ー と 、 前 記 椅 子 の 前 面 部 に 配 設 さ れ た 第 ２ 保 温 カ バ ー と を 備 え 、 第 １ 保 温 カ バ
ー で 当 該 カ バ ー 開 口 部 を 介 し て 差 し 込 ま れ た 人 の 下 肢 を 前 方 、 左 右 両 側 お よ び 上 方 か ら 囲
む と と も に 第 ２ 保 温 カ バ ー で 前 記 人 の 脚 部 を 後 方 か ら 囲 ん で 下 肢 を 保 温 す る こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 第 １ 保 温 カ バ ー お よ び 前 記 第 ２ 保 温 カ バ ー の う ち の 少 な く と も い
ず れ か 一 方 が 高 断 熱 布 製 と さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 第 １ 保 温 カ バ ー お よ び 前 記 第 ２ 保 温 カ バ ー の う ち の 少 な く と も い
ず れ か 一 方 に 発 熱 体 が 設 け ら れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 係 る デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 １ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 机 ２ の 甲 板
３ 下 の ス ペ ー ス ２ ｓ に 配 設 さ れ た 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ と 、 椅 子 ５ の 前 面 部 に 配 設 さ れ た 第
２ 保 温 カ バ ー ２ ０ と を 備 え 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ で 当 該 カ バ ー 開 口 部 １ ７ を 介 し て 差 し 込
ま れ た 人 Ｂ の 下 肢 （ 脚 部 お よ び 腰 部 ） を 前 方 、 左 右 両 側 お よ び 上 方 か ら 囲 む と と も に 第 ２
保 温 カ バ ー ２ ０ で 人 Ｂ の 脚 部 を 後 方 か ら 囲 ん で 下 肢 を 保 温 す る 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
具 体 的 に は 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ お よ び 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ は 高 断 熱 布 製 と さ れ て い る 。
こ れ に よ り 、 人 Ｂ の 下 肢 部 と 柔 ら か く 接 触 す る こ と に な り 一 段 と 使 い 心 地 が 良 く な る 。 こ
の 実 施 形 態 で は 、 両 保 温 カ バ ー （ １ ０ ， ２ ０ ） は 、 毛 布 等 の 厚 布 で 形 成 さ れ て い る 。 第 １
保 温 カ バ ー １ ０ の 後 方 部 分 に は 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 椅 子 ５ に 座 っ た 人 Ｂ の 脚
部 の 出 し 入 れ を 許 容 す る 開 口 部 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、
２ は 机 で あ る 。 ３ は 机 ２ の 甲 板 、 ４ は 机 ２ の 脚 部 で あ る 。 ま た 、 ５ は 椅 子 で あ る 。 ６ は 椅
子 ５ の 座 部 、 ７ は 背 も た れ 部 、 ８ は 脚 部 、 ９ は キ ャ ス タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
よ り 具 体 的 に は 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ は 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 天 布 １ １ 、 前 垂 布 １
２ 、 側 垂 布 １ ３ 、 床 ず り 布 １ ４ 、 延 べ 布 １ ５ お よ び つ な ぎ 布 １ ６ か ら 形 成 さ れ て お り 、 前
吊 り 紐 ３ １ お よ び 後 吊 り 紐 ３ ２ な ら び に 取 付 け 具 ３ ５ を 介 し て 甲 板 ３ の 底 面 部 （ ま た は 引
出 し 支 持 部 ） に 吊 下 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ の 天 布 １ １ 、 前 垂 布 １ ２ 、 側 垂 布 １ ３ 、 延 べ 布 １ ５ お よ び つ な ぎ 布 １
６ は 、 縫 い 合 わ さ れ る な ど し て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 床 ず り 布 １ ４ は 、 前 垂 布 １ ２ お
よ び 側 垂 布 １ ３ の 下 端 部 に 面 フ ァ ス ナ （ 図 示 省 略 ） を 介 し て 高 さ 位 置 調 節 可 能 お よ び 取 外
し 可 能 に 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 床 ず り 布 １ ４ は 、 そ の 下 端 が 床 面 Ｆ Ｌ に 軽 く 接 触 す る よ
う に 高 さ 位 置 が 調 節 さ れ て い る 。 ま た 、 汚 れ た 場 合 に は 、 取 り 外 し て 洗 濯 す る こ と に よ り
、 い つ も 清 潔 な 状 態 を 維 持 で き る こ と と さ れ て い る 。 つ な ぎ 布 １ ６ は 、 プ リ ー ツ 状 に 形 成
さ れ て お り 、 延 べ 布 １ ５ の 持 ち 上 げ 動 作 等 を 許 容 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 取 付 け 具 ３ ５ は 、 ス チ ー ル 製 の 机 ２ の 上 記 甲 板 ３ の 底 面 等 に 磁 力 で 強 固 に 固 着 し て
第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ を 保 持 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 前 吊 り 紐 ３ １ お よ び 後 吊 り 紐 ３ ２ の 長
さ を 調 節 す る こ と に よ り 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ の 高 さ 位 置 や 姿 勢 を 調 節 で き る 。 使 用 に 先
立 ち 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ の 天 布 １ １ が 椅 子 ５ に 座 る 人 Ｂ の 太 も も に 接 触 す る よ う に 紐 （
３ １ ， ３ ２ ） の 長 さ を 調 節 し て お く 。 こ の よ う に 、 使 用 者 の 体 格 に 合 わ せ て 天 布 １ １ （ 従
来 の ひ ざ 掛 け 相 当 ） を 太 も も が あ た る 位 置 に 簡 単 に 調 節 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 上 記 し た 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ の 天 布 １ １ 、 前 垂 布 １ ２ 、 側 垂 布 １ ３ に 、 そ れ ぞ れ 図
示 し な い 面 フ ァ ス ナ を 介 し て 各 同 等 面 積 の 厚 布 （ 図 示 省 略 ） を 取 付 け 可 能 に 構 成 し て も よ
い 。 こ れ に よ り 、 一 段 と 保 温 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ は 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 椅 子 ５ の 前 面 部 に 垂 れ 下 げ
ら れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ は 、 垂 れ 下 り 長 さ が 面 フ ァ ス ナ ２ ５
を 介 し て 調 節 可 能 と さ れ て い る 。 使 用 に 先 立 ち 、 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ が 椅 子 ５ の キ ャ ス タ
９ の 運 動 に 支 障 を 与 え な い よ う に 、 当 該 カ バ ー ２ ０ の 垂 れ 下 り 長 さ を 調 節 し て お く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 の デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 １ に よ れ ば 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 椅 子 ５
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に 座 っ た 人 Ｂ が 延 べ 布 １ ５ を 持 ち 上 げ 、 椅 子 ５ ご と 机 ２ に 向 か っ て 少 し 移 動 す れ ば 、 そ の
脚 部 は 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ 内 に 開 口 部 １ ７ を 介 し て 差 し 入 ま れ る 。 す る と 、 椅 子 ５ に 座 っ
た 人 Ｂ の 下 肢 は 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ の 天 布 １ １ 、 前 垂 布 １ ２ 、 側 垂 布 １ ３ 、 床 ず り 布 １
４ 、 延 べ 布 １ ５ お よ び つ な ぎ 布 １ ６ に よ っ て 前 方 、 左 右 両 側 お よ び 上 方 か ら 囲 ま れ る と と
も に 、 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ に よ っ て 脚 部 後 方 が 囲 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 人 Ｂ の 下 肢 部 体 熱
の 放 散 が 抑 え ら れ る と と も に 外 部 か ら の 冷 気 の 侵 入 が 抑 え ら れ る 。 こ の よ う に 、 椅 子 ５ に
座 っ た 人 Ｂ が 椅 子 ５ ご と 机 ２ に 向 か っ て 少 し 移 動 す る だ け で 、 下 肢 全 体 が 保 温 さ れ る こ と
に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 用 事 等 の た め に 席 を 離 れ る 場 合 は 、 上 記 人 Ｂ が 椅 子 ５ ご と 後 退 す れ ば そ の 脚 部 が 第
１ 保 温 カ バ ー １ ０ か ら 自 然 に 抜 け 出 る 。 こ の 際 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ は 紐 （ ３ １ ， ３ ２ ）
等 に よ っ て 机 ２ の 甲 板 ３ 下 に 保 持 さ れ て お り 、 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ は 椅 子 ５ に 保 持 さ れ て
い る の で 、 両 カ バ ー （ １ ０ ， ２ ０ ） を 片 付 け る 必 要 が な い 。 そ し て 、 用 事 が 終 わ っ て 席 に
つ く 際 に は 、 人 Ｂ は 上 記 し た よ う に 椅 子 ５ ご と 机 ２ に 向 か っ て 少 し 移 動 す る だ け で 本 デ ス
ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具 １ に よ っ て 下 肢 全 体 が 保 温 さ れ る 。 し た が っ て 、 何 ら 手 を 煩 わ す こ
と な く 人 Ｂ の 下 肢 全 体 を 効 果 的 に 保 温 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ お よ び 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ を 高 断 熱 布 製 と
し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 両 者 ま た は い ず れ か 一 方 を 布 以 外 の 材 料 （ 例 え
ば 、 プ ラ ス チ ッ ク ） で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ お よ び 第 ２ 保 温 カ バ ー ２ ０ の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に
発 熱 体 を 設 け て も よ い 。 例 え ば 、 布 製 の 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ 内 に 図 ８ に 示 す よ う に 電 熱 線
（ ４ １ ） を 配 設 し 通 電 す る こ と に よ り 、 適 度 な 熱 を 発 生 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ れ
に よ り 、 机 下 用 の 温 風 機 を 使 用 す る よ り も 消 費 電 力 量 が 大 幅 に 減 少 し 省 エ ネ と な る と と も
に 、 電 力 が 低 い た め 通 電 を 切 り 忘 れ て も 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ を 前 吊 り 紐 ３ １ お よ び 後 吊 り 紐 ３ ２ 等 を 介 し て 机 甲 板 ３ の 底 面
部 等 に 吊 下 げ た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 図 ９ に 示 す よ う に 、 机 ２ の 甲
板 ３ 下 の ス ペ ー ス ２ ｓ で 自 立 す る フ レ ー ム ５ １ で 第 １ 保 温 カ バ ー １ ０ を 保 持 す る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 机 の 甲 板 下 の ス ペ ー ス に 配 設 し た 第 １ 保 温 カ バ ー で 椅 子 に 座 っ
た 人 の 下 肢 を 前 方 、 左 右 両 側 お よ び 上 方 か ら 囲 む と と も に 、 椅 子 に 配 設 し た 第 ２ 保 温 カ バ
ー で 人 の 脚 部 を 後 方 か ら 囲 む の で 、 何 ら 手 を 煩 わ す こ と な く 人 の 下 肢 全 体 を 効 果 的 に 保 温
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 保 温 カ バ ー お よ び 第 ２ 保 温 カ バ ー の う ち の 少 な く と も い ず
れ か 一 方 が 高 断 熱 布 製 と さ れ て い る の で 、 請 求 項 １ の 発 明 と 同 様 な 効 果 を 奏 す る 他 、 人 の
下 肢 部 と 柔 ら か く 接 触 す る こ と に な り 一 段 と 使 い 心 地 が 良 く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 第 １ 保 温 カ バ ー お よ び 第 ２ 保 温 カ バ ー の う ち の 少 な く と も い ず れ か 一
方 に 発 熱 体 が 設 け ら れ て い る の で 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 と 同 様 な 効 果 を 奏 す る 他 、 一 段
と 保 温 効 果 を 増 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 、 使 用 前 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 、 全 体 構 成 を 説 明 す る た め の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 、 全 体 構 成 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 同 じ く 、 第 １ 保 温 カ バ ー の 開 口 部 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 、 椅 子 に 配 設 さ れ た 第 ２ 保 温 カ バ ー を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 じ く 、 第 ２ 保 温 カ バ ー を 説 明 す る た め の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 じ く 、 第 １ 保 温 カ バ ー 内 の 電 熱 線 を 説 明 す る た め の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 じ く 、 フ レ ー ム に 保 持 さ れ た 第 １ 保 温 カ バ ー を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 デ ス ク ワ ー ク 用 下 肢 保 温 具
２ 　 机
２ ｓ 　 ス ペ ー ス
３ 　 甲 板
４ 　 脚 部
５ 　 椅 子
６ 　 座 部
７ 　 背 も た れ 部
９ 　 キ ャ ス タ
１ ０ 　 第 １ 保 温 カ バ ー
１ １ 　 天 布
１ ２ 　 前 垂 布
１ ３ 　 側 垂 布
１ ４ 　 床 ず り 布
１ ５ 　 延 べ 布
１ ６ 　 つ な ぎ 布
１ ７ 　 開 口 部
２ ０ 　 第 ２ 保 温 カ バ ー
２ ５ 　 面 フ ァ ス ナ
３ １ 　 前 吊 り 紐
３ ２ 　 後 吊 り 紐
３ ５ 　 取 付 け 具
４ １ 　 電 熱 線
５ １ 　 フ レ ー ム
Ｂ 　 人
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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